
目
次

は
じ
め
に
　
　
佐
藤
嘉
幸
　

15

第
一
部
　

前
期
Ⅰ
　
狂
気
、
規
範
、
言
語

フ
ー
コ
ー
に
お
け
る
「
狂
気
」
の
言
語
の
問
題 

武
田
宙
也
　

25

―
―
後
期
思
想
と
の
関
連
か
ら



禁
忌
と
真
実
の
一
致 

田
中
祐
理
子
　

47

―
―「
異
常
者
た
ち
」
と
は
な
に
か

脳
科
学
の
歴
史
と
精
神
の
科
学
の
歴
史
を
ひ
と
つ
の
全
体
と
し
て
考
え
る 

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ド
リ
ー
ル
　

69

―
―
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
『
精
神
医
学
の
権
力
』
に
お
け
る
神
経
学
的
身
体
の
出
現

第
二
部
　

前
期
Ⅱ
　
権
力
、
国
家
、
階
級

国
家
装
置
か
ら
権
力
諸
装
置
＝
配
備
へ 

佐
藤
嘉
幸
　

93

―
―
フ
ー
コ
ー
『
刑
罰
の
理
論
と
制
度
』、『
処
罰
社
会
』
を
め
ぐ
っ
て

フ
ー
コ
ー
『
刑
罰
の
理
論
と
制
度
』（
一
九
七
一
―
一
九
七
二
年
）に
お
け
る 

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー
ル
　
116

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
痕
跡

懲
罰
社
会
の
そ
の
先
へ 

相
澤
伸
依
　
123

―
―
フ
ー
コ
ー
『
懲
罰
社
会
』
を
め
ぐ
る
一
考
察

人
民
の
回
帰
？ 
箱
田
徹
　
146

―
―
フ
ー
コ
ー
戦
争
論
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ

監
獄
と
い
う
新
た
な
前
線
の
出
現 

ダ
ニ
エ
ル
・
ド
ゥ
フ
ェ
ー
ル
　
166

第
三
部
　

中
期
　
統
治
性
、
生
権
力
、
生
政
治

階
級
闘
争
、
労
働
力
、
身
体
の
政
治 

サ
ン
ド
ロ
・
メ
ッ
ザ
ー
ド
ラ
　
191

―
―
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
著
作
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
テ
ー
マ
系

生
命
的
‐
主
権
的
複
合
体 

藤
田
公
二
郎
　
210

―
―
フ
ー
コ
ー
の
人
文
科
学
批
判
の
射
程

生
政
治
と
予
防
接
種 

西
迫
大
祐
　
232

生
政
治
批
判 

マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
・
ラ
ッ
ツ
ァ
ラ
ー
ト
　
258



第
四
部
　

後
期
　
主
体
性
、
真
理
、
パ
レ
ー
シ
ア

主
体
性
、
批
判
、
真
理 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
サ
ボ
　
275

規
範
化
さ
れ
る
生
か
ら
規
範
を
つ
く
る
生
へ 

坂
本
尚
志
　
293

―
―
カ
ン
ギ
レ
ム
と
八
〇
年
代
の
フ
ー
コ
ー

パ
レ
ー
シ
ア
と
精
神
分
析 

立
木
康
介
　
317

倒
錯
者
の
不
確
か
な
肖
像 

久
保
田
泰
考
　
351

―
―
最
晩
年
講
義
録
か
ら
『
狂
気
の
歴
史
』
を
読
み
直
す

恐
れ
な
き
発
言
と
抵
抗 

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
　
368

あ
と
が
き
　
　
立
木
康
介
　
　
383

凡
例本

書
で
は
、
フ
ー
コ
ー
の
主
な
著
作
・
講
義
録
か
ら
引
用
を
行
う
際
、
引
用
文
に
続
く
（
　
）
内
に
、
原
著
の
略
号
と
と
も
に
、
原
著
の
頁
数
を
ア
ラ
ビ

ア
数
字
で
、
邦
訳
書
（
存
在
す
る
場
合
）
の
頁
数
を
漢
数
字
で
註
記
す
る
。
た
と
え
ば
、『
知
へ
の
意
志
』
の
原
著
七
八
頁
、
邦
訳
七
六
頁
か
ら
の
引
用
は
、

「（V
S 78

／
七
六
）」
の
よ
う
に
記
す
。
略
号
と
そ
れ
に
対
応
す
る
原
著
、
及
び
邦
訳
書
は
、
以
下
の
通
り
。

＊

【
単
行
本
】（
生
前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
、
出
版
年
順
）

FD
 : Folie et déraison : H

istoire de la folie à l’âge classique . Paris : Plon, 1961.
R

R
 : Raym

ond Roussel . Paris : G
allim

ard, 1963. （『
レ
ー
モ
ン
・
ル
ー
セ
ル
』、
豊
崎
光
一
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
東
京
、
一
九
七
五
年
。）

M
C

 : Les M
ots et les choses : U

ne archéologie des sciences hum
aines . Paris : G

allim
ard, 1966. （『

言
葉
と
物
―
―
人
文
科
学
の
考
古
学
』、
渡
辺
一

民
・
佐
々
木
明
訳
、
新
潮
社
、
東
京
、
一
九
七
四
年
。）

A
S : L’Archéologie du savoir . Paris : G

allim
ard, 1969. （『

知
の
考
古
学
』、
慎
改
康
之
訳
、
河
出
書
房
新
社
（
河
出
文
庫
）、
東
京
、
二
〇
一
二
年
。）

H
F : H

istoire de la folie à l’âge classique  ; suivi de La folie, absence d’œ
uvre  et M

on corps, ce papier, ce feu . Paris : G
allim

ard, 1971. （『
狂
気
の
歴

史
―
―
古
典
主
義
時
代
に
お
け
る
』、
田
村
俶
訳
、
新
潮
社
、
東
京
、
一
九
七
五
年
。）

N
C

 : N
aissance de la clinique : U

ne archéologie du regard m
édical . Paris : Presses U

niversitaires de France, 1971. （『
臨
床
医
学
の
誕
生
』、
神
谷
美

恵
子
訳
、
み
す
ず
書
房
、
東
京
、
一
九
六
九
年
。）

SP : Surveiller et punir : N
aissance de la prison . Paris : G

allim
ard, 1975. （『

監
獄
の
誕
生
―
―
監
視
と
処
罰
』、
田
村
俶
訳
、
新
潮
社
、
東
京
、
一
九
七

七
年
。）

V
S : H

istoire de la sexualité 1 : La Volonté de savoir . Paris : G
allim

ard, 1976. （『
性
の
歴
史
Ⅰ
―
―
知
へ
の
意
志
』、
渡
辺
守
章
訳
、
新
潮
社
、
東
京
、

一
九
八
六
年
。）

U
P : H

istoire de la sexualité 2 : L’U
sage des plaisirs . Paris : G

allim
ard, 1984. （『

性
の
歴
史
Ⅱ
―
―
快
楽
の
活
用
』、
田
村
俶
訳
、
新
潮
社
、
東
京
、
一

九
八
六
年
。）

【
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
録
】（
講
義
の
開
講
年
順
）

LV
S : Leçons sur la volonté de savoir : C

ours au C
ollège de France  (1970-1971) ; suivi de Le savoir d’Œ

dipe , édition établie sous la direction de 
D

aniel D
efert. Paris : G

allim
ard/Le Seuil, 2011. （『〈

知
へ
の
意
志
〉
講
義
―
―
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義1970-1971

年
度
』（
ミ
シ
ェ



ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
1
）、
慎
改
康
之
・
藤
山
真
訳
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
二
〇
一
四
年
。）

TIP : Théories et institutions pénales : C
ours au C

ollège de France  (1971-1972), édition établie sous la direction de B
ernard E. H

arcourt. Paris : 
EH

ESS/G
allim

ard/Le Seuil, 2015.
LSP : La Société punitive : C

ours au C
ollège de France  (1972-1973), édition établie sous la direction de B

ernard E. H
arcourt. Paris : EH

ESS/
G

allim
ard/Le Seuil, 2013. （『

処
罰
社
会
―
―
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義1972-1973

年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
3
）、
八

幡
恵
一
訳
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
二
〇
一
四
年
。）

PP : Pouvoir psychiatrique : C
ours au C

ollège de France  (1973-1974), édition établie sous la direction de Jacques Laglange. Paris : G
allim

ard/Le 
Seuil, 2003. （『

精
神
医
学
の
権
力
―
―
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義1973-1974

年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
4
）、
慎
改
康
之

訳
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
二
〇
〇
六
年
。）

A
N

 : Les Anorm
aux : C

ours au C
ollège de France  (1974-1975), édition établie sous la direction de Valerio M

archetti et A
ntonella Salom

oni. Paris : 
G

allim
ard/Le Seuil, 1999. （『

異
常
者
た
ち
―
―
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義1974-1975

年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
5
）、

慎
改
康
之
訳
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
二
〇
〇
二
年
。）

D
S : « Il faut défendre la société » : C

ours au C
ollège de France  (1975-1976), édition établie sous la direction de M

auro B
ertani et A

lessandro 
Fontana. Paris : G

allim
ard/Le Seuil, 1997. （『

社
会
は
防
衛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
―
―
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義 1975-1976

年
度
』

（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
6
）、
石
田
英
敬
・
小
野
正
嗣
訳
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
二
〇
〇
七
年
。）

STP : Sécurité, territoire, population : C
ours au C

ollège de France  (1977-1978), édition établie sous la direction de M
ichel Senellart. Paris : 

G
allim

ard/Le Seuil, 2004. （『
安
全
・
領
土
・
人
口
―
―
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義1977-1978

年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成

7
）、
高
桑
和
巳
訳
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
二
〇
〇
七
年
。）

N
B

P : N
aissance de la biopolitique : C

ours au C
ollège de France  (1978-1979), édition établie sous la direction de M

ichel Senellart. Paris : 
G

allim
ard/Le Seuil, 2004. （『

生
政
治
の
誕
生
―
―
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義1978-1979

年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
8
）、

慎
改
康
之
訳
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
二
〇
〇
八
年
。）

H
S : 2001. L’H

erm
éneutique du sujet : C

ours au C
ollège de France  (1981-1982), édition établie sous la direction de Frédéric G

ros. Paris : 
G

allim
ard/Le Seuil, 2001. （『

主
体
の
解
釈
学
―
―
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義1981-1982

年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
11
）、

廣
瀬
浩
司
・
原
和
之
訳
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
二
〇
〇
四
年
。）

G
SA

 : Le G
ouvernem

ent de soi et des autres : C
ours au C

ollège de France  (1982-1983), édition établie sous la direction de Frédéric G
ros. Paris : 

G
allim

ard/Le Seuil, 2008. （『
自
己
と
他
者
の
統
治
―
―
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義1982-1983

年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成

12
）、
阿
部
崇
訳
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
二
〇
一
〇
年
。）

C
V

 : Le C
ourage de la vérité : C

ours au C
ollège de France  (1983-1984), édition établie sous la direction de Frédéric G

ros. Paris : G
allim

ard/Le 
Seuil, 2009. （『

真
理
の
勇
気
―
―
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義1983-1984

年
度
』（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
講
義
集
成
13
）、
慎
改
康
之
訳
、

筑
摩
書
房
、
東
京
、
二
〇
一
二
年
。）

【
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
版
】

PLD
 : Œ

uvres , édition publiée sous la direction de Frédéric G
ros, 2 tom

es. Paris : G
allim

ard (coll. « B
ibliothèque de la Pléiade »), 2015.

＊
　
こ
の
版
か
ら
の
引
用
は
、
ま
ず
当
該
の
文
献
の
略
号
を
記
し
、
そ
れ
に
続
い
てPLD

の
文
字
を
、
巻
数
（
第
一
巻
か
第
二
巻
か
）
及
び
頁
数
を
添
え

て
表
示
す
る
。
た
と
え
ば
、『
狂
気
の
歴
史
』
を
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
版
第
一
巻
三
八
七
頁
、
邦
訳
三
六
〇
頁
か
ら
引
用
す
る
場
合
、「（H

F, PLD
I 387

／
三

六
〇
）」
と
記
す
。

【D
its et écrits

（『
思
考
集
成
』）】

D
E1, D

E2, D
E3, D

E4 : D
its et écrits , 1954-1984, édition établie sous la direction de D

aniel D
efert et François Ew

ald, 4 tom
es. Paris : G

allim
ard, 

1994. 
D

EI, D
EII : D

its et écrits , 1954-1984, édition établie sous la direction de D
aniel D

efert et François Ew
ald, 2 tom

es. Paris : G
allim

ard (coll. « Q
uarto »), 

2001.

『
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
思
考
集
成
』
全
一
〇
巻
、
蓮
實
重
彦
・
渡
辺
守
章
監
修
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
一
九
九
八
―
二
〇
〇
二
年
。

『
フ
ー
コ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
全
七
巻
、
小
林
康
夫
・
石
田
英
敬
・
松
浦
寿
輝
編
、
筑
摩
書
房
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）、
東
京
、
二
〇
〇
六
年
。

＊
　D

its et écrits

に
は
、
原
著
・
邦
訳
と
も
に
二
つ
ず
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
す
る
た
め
、
註
記
は
、
次
の
順
序
で
行
う
。（
１
）
引
用
さ
れ
る
文

献
の
発
表
年
、（
２
）D

its et écrits

内
で
当
該
文
献
に
割
り
振
ら
れ
た
番
号
（
こ
の
番
号
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
二
つ
の
版
で
同
一
）、（
３
）D

E

の
文
字
に
、

フ
ラ
ン
ス
語
一
九
九
四
年
版
（
四
巻
組
）
か
ら
の
引
用
の
場
合
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
二
〇
〇
一
年
版
（
二
巻
組
）
か
ら
の
引
用
の
場
合
に

は
ロ
ー
マ
数
字
で
巻
数
を
添
え
た
上
で
、
頁
番
号
、（
４
）
対
応
す
る
邦
訳
文
献
の
巻
番
号
を
表
す
ロ
ー
マ
数
字
（『
フ
ー
コ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
に
準

じ
る
場
合
に
は
そ
の
前
に
「
Ｃ
」
の
文
字
を
付
す
）
と
、
頁
数
を
表
す
漢
数
字
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、「
科
学
の
考
古
学
に
つ
い
て
」
か
ら
、
フ

ラ
ン
ス
語
二
〇
〇
一
年
版
、
及
び
『
思
考
集
成
』
に
依
拠
し
て
引
用
す
る
場
合
に
は
、「（1968, 59 D

EI 740-742

／
Ⅲ
一
二
一
―
一
二
三
）」
の
よ
う
に

表
示
す
る
。



15  　はじめに

【
そ
の
他
、
死
後
出
版
】

FS : Fearless Speech , edited by Joseph Peterson. N
ew

 York: Sem
iotext(e), 2001.

（『
真
理
と
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
―
―
パ
レ
ー
シ
ア
講
義
』、
中
山
元
訳
、

筑
摩
書
房
、
東
京
、
二
〇
〇
二
年
。）

JSA
 : « Je suis un artificier » in D

roit, R
oger-Pol. M

ichel Foucault, Entretiens . Paris : O
dile Jacob, 2004.

（「
私
は
花
火
師
で
す
」、『
私
は
花
火
師
で

す
―
―
フ
ー
コ
ー
は
語
る
』、
中
山
元
訳
、
筑
摩
書
房
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）、
東
京
、
二
〇
〇
八
年
。）

M
FD

V
 : M

al faire, dire vrai : Fonction de l’aveu en justice : C
ours de Louvain, 1981 , édition établie par Fabienne B

rion et B
ernard E. H

arcourt. 
Louvain-la-N

euve : Presses universitaires de Louvain, 2012. （『
悪
を
な
し
、
真
実
を
言
う
―
―
ル
ー
ヴ
ァ
ン
講
義1981

』、
市
田
良
彦
監
訳
、
河

出
書
房
新
社
、
東
京
、
二
〇
一
五
年
。）

O
H

S : L’O
rigine de l’herm

éneutique de soi : C
onférences prononcées à D

artm
outh C

ollege , édition établie par H
enri-Paul Fruchaud et D

aniele 
Lorenzini. Paris : V

rin, 2013.
C

RT : « Q
u’est-ce que la critique ? » in Q

u’est-ce que la critique ?  ; suivi de La culture de soi , édition établie par H
enri-Paul Fruchaud et D

aniele 
Lorenzini. Paris : V

rin, 2015.

（「
批
判
と
は
何
か
」、『
私
は
花
火
師
で
す
―
―
フ
ー
コ
ー
は
語
る
』、
中
山
元
訳
、
筑
摩
書
房
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）、

東
京
、
二
〇
〇
八
年
。）

D
V

 : D
iscours et vérité  ; précédé de La parrêsia , édition établie par H

enri-Paul Fruchaud et D
aniele Lorenzini. Paris : V

rin, 2016.
A

C
 : H

istoire de la sexualité 4 : Les aveux de la chair , édition établie par Frédéric G
ros. Paris : G

allim
ard, 2018.

（『
性
の
歴
史
Ⅳ
―
―
肉
の
告
白
』、

慎
改
康
之
訳
、
新
潮
社
、
東
京
、
二
〇
二
〇
年
。）

＊

引
用
箇
所
に
は
、
対
応
す
る
邦
訳
が
す
で
に
存
在
す
る
場
合
で
も
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
拠
ら
ず
、
議
論
の
文
脈
や
訳
語
の
選
択
に
鑑
み
、
本
書
の
各
執
筆

者
が
独
自
の
訳
文
を
当
て
た
り
、
既
存
の
邦
訳
の
一
部
を
改
め
た
り
し
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
引
用
文
中
の
〔
　
〕
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

な
お
、
外
国
語
で
書
か
れ
た
論
考
の
翻
訳
で
は
、〔
　
〕
内
は
翻
訳
者
に
よ
る
註
記
を
示
す
。

は
じ
め
に

佐
藤
嘉
幸

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
『
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
録
』
は
、
フ
ー
コ
ー
の
死
後
約
一
〇
年
が
経
過
し
た
一
九
九
七

年
に
刊
行
が
始
ま
り
、
二
〇
一
五
年
に
よ
う
や
く
全
一
三
巻
の
刊
行
が
終
了
し
た
。
講
義
録
刊
行
の
終
了
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
私

た
ち
は
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
の
コ
ー
パ
ス
全
体
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
講
義

総
体
の
理
論
的
、
思
想
史
的
検
討
は
、
刊
行
終
了
か
ら
五
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず）

1
（

、
講
義
録
を

そ
の
総
体
と
し
て
検
討
し
、
そ
れ
が
人
文
諸
科
学
に
与
え
う
る
巨
大
な
貢
献
の
射
程
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
フ
ー
コ
ー
研
究
、
そ
し

て
「
フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想
」
研
究
に
と
っ
て
必
須
の
作
業
と
な
っ
て
い
る
。

本
論
集
が
目
的
と
す
る
の
は
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
の
全
体
を
前
期
、
中
期
、
後
期
の
三
期
に
分
け
た
上
で
、
そ

れ
ら
三
期
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
問
題
構
成
と
、
そ
れ
ら
三
期
に
通
底
す
る
問
題
の
総
体
を
、
単
に
哲
学
的
観
点
か
ら
の
み
で
は
な
く
、

権
力
理
論
、（
ポ
ス
ト
）
マ
ル
ク
ス
主
義
、
法
哲
学
、
倫
理
学
、
美
学
、
科
学
認
識
論
、
精
神
分
析
な
ど
複
数
の
観
点
か
ら
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
が
こ
れ
ら
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
も
た
ら
す
巨
大
な
貢
献
の

射
程
を
評
価
、
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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従
来
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
は
、
フ
ー
コ
ー
が
そ
の
著
作
を
執
筆
す
る
た
め
の
準
備
の
場
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
本
講
義
全
体
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
た
ち
が
理
解
し
た
の
は
、
本
講
義
が
そ
の
多
く
の
部
分
に
お
い
て
、

フ
ー
コ
ー
が
存
命
中
に
刊
行
し
た
著
作
と
は
独
立
し
た
主
題
、
概
念
を
練
り
上
げ
る
一
つ
の
巨
大
な
未
知
の
コ
ー
パ
ス
を
な
し
て
い

た
、
と
い
う
驚
く
べ
き
事
実
で
あ
る
。
こ
の
巨
大
な
コ
ー
パ
ス
を
全
体
的
、
総
合
的
に
論
じ
る
研
究
は
未
だ
存
在
し
て
お
ら
ず
、
本

論
集
の
独
自
性
は
、
こ
の
巨
大
な
コ
ー
パ
ス
を
フ
ー
コ
ー
理
論
総
体
の
中
に
位
置
付
け
、
人
文
諸
科
学
の
複
数
の
視
点
か
ら
そ
の
革

新
性
を
理
論
的
、
思
想
史
的
に
評
価
、
確
定
す
る
こ
と
に
あ
る
（
な
お
こ
の
目
的
は
、
本
論
集
に
関
係
し
た
も
う
一
つ
の
論
集
『
フ
ー
コ

ー
研
究
』〔
小
泉
義
之
・
立
木
康
介
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
〕
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
論
集
は
、
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
に
お
け
る
共
同
研
究
「
フ
ー
コ
ー
研
究
」
の
成
果
で
あ
る
）。
そ
の
た
め
に
本
論
集
は
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義

を
以
下
の
三
期
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

前
期
（
一
九
七
〇
―
一
九
七
五
年
）

『〈
知
へ
の
意
志
〉
講
義
』、『
刑
罰
の
理
論
と
制
度
』、『
処
罰
社
会
』、『
精
神
医
学
の
権
力
』、『
異
常
者
た
ち
』
か
ら
構
成
さ
れ
る

こ
の
時
期
に
、
フ
ー
コ
ー
は
考
古
学
か
ら
ニ
ー
チ
ェ
的
系
譜
学
へ
と
移
行
し
つ
つ
「
権
力
‐
知
」
概
念
を
練
り
上
げ
、
そ
の
概
念
を

通
じ
て
権
力
理
論
と
認
識
理
論
を
刷
新
し
た
。「
権
力
‐
知
」
概
念
と
は
、
あ
る
権
力
関
係
の
構
成
が
、
必
ず
あ
る
知
の
構
成
を
伴

う
形
で
な
さ
れ
る
、
と
い
う
考
え
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
精
神
医
学
や
規
律
権
力
の
行
使
は
、
医
学
的
知
、
心
理
学
、
教
育
学

の
よ
う
な
人
文
科
学
的
知
を
構
成
す
る
こ
と
な
し
に
は
な
さ
れ
な
い
。
フ
ー
コ
ー
は
こ
の
よ
う
な
「
権
力
‐
知
」
概
念
に
依
拠
し
て
、

権
力
を
、
諸
主
体
を
規
律
化
す
る
規
律
権
力
と
し
て
基
礎
付
け
る
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
規
律
化
の
過
程
を
戦
争
モ
デ
ル
に
基
づ

い
て
基
礎
付
け
た
。
こ
こ
で
言
う
「
戦
争
」
と
は
、「
社
会
防
衛
」
の
た
め
に
「
異
常
者
」（
社
会
形
成
を
脅
か
す
危
険
の
あ
る
者
た

ち
、
す
な
わ
ち
犯
罪
者
、
狂
人
、
失
業
者
な
ど
）
を
排
除
、
隔
離
す
る
闘
争
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
闘
争
は
、
規
律
権
力
に

よ
っ
て
「
異
常
者
」
の
規
律
化
、
規
範
化
を
試
み
、
規
律
化
さ
れ
な
い
主
体
を
隔
離
空
間
（
病
院
、
監
獄
）
に
排
除
す
る
。

私
た
ち
は
こ
の
時
期
の
講
義
を
、
便
宜
上
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
た
。
ま
ず
「
前
期
Ⅰ
」
で
は
、
初
期
フ
ー
コ
ー
が
扱
っ
て

き
た
狂
気
の
問
題
と
科
学
認
識
論
的
な
問
い
を
系
譜
学
的
観
点
か
ら
論
じ
直
し
、『
性
の
歴
史
』
第
一
巻
（『
知
へ
の
意
志
』）
へ
の
導

入
と
も
な
る
、『〈
知
へ
の
意
志
〉
講
義
』、『
精
神
医
学
の
権
力
』、『
異
常
者
た
ち
』
を
扱
う
。
武
田
論
文
は
『〈
知
へ
の
意
志
〉
講

義
』
か
ら
出
発
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
晩
年
の
八
〇
年
代
に
至
る
ま
で
、「
狂
気
」
の
言
語
の
問
題
が
、
あ
る
種
の
実
践
や
身

体
性
の
問
題
と
し
て
、
フ
ー
コ
ー
思
想
に
通
底
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
。
田
中
論
文
は
、『
異
常
者
た
ち
』
を
分
析
し
、「
規

範
」
に
よ
る
「
異
常
者
」
の
「
正
常
化
」
の
問
題
を
、「
個
体
的
で
局
部
的
な
真
実
＝
真
理
の
生
産
」
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
す

る
。
ド
リ
ー
ル
論
文
は
、『
精
神
医
学
の
権
力
』、『
異
常
者
た
ち
』
か
ら
、
フ
ー
コ
ー
と
脳
科
学
（
ニ
ュ
ー
ロ
サ
イ
エ
ン
ス
）
の
知

ら
れ
ざ
る
関
係
と
、
フ
ー
コ
ー
が
『
精
神
医
学
の
権
力
』
で
提
示
し
た
「
神
経
学
的
身
体
の
登
場
」
と
い
う
問
題
系
に
つ
い
て
考
え

る
。

「
前
期
Ⅱ
」
で
は
、『
監
獄
の
誕
生
』
を
準
備
す
る
講
義
『
刑
罰
の
理
論
と
制
度
』、『
処
罰
社
会
』
を
扱
う
。
こ
れ
ら
の
講
義
の
出

版
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
時
期
の
フ
ー
コ
ー
が
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
「
国
家
装
置
」
と
い
う
概
念
に
注

目
し
、
そ
の
批
判
的
検
討
を
通
じ
て
自
ら
の
権
力
理
論
を
、
と
り
わ
け
「
規
律
権
力
」
に
結
実
す
る
概
念
を
構
築
し
て
い
た
、
と
い

う
点
だ
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
時
期
の
フ
ー
コ
ー
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
極
め
て
接
近
し
て
お
り
、
同
時
に
そ
れ
を
批
判
的
に
乗
り

越
え
よ
う
と
し
て
い
る）

2
（

。
佐
藤
論
文
は
、『
刑
罰
の
理
論
と
制
度
』、『
処
罰
社
会
』
を
分
析
し
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
的
「
国
家
装
置

（appareil d’État

）」
か
ら
フ
ー
コ
ー
的
「
権
力
諸
装
置
＝
配
備
（dispositifs de pouvoir

）」
へ
の
理
論
的
移
行
と
、
フ
ー
コ
ー
に
よ
る

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
理
論
の
乗
り
越
え
の
試
み
に
つ
い
て
論
じ
る
。
バ
リ
バ
ー
ル
論
文
は
、『
刑
罰
の
理
論
と
制
度
』
に
お
け
る
ア
ル

チ
ュ
セ
ー
ル
的
「
国
家
の
抑
圧
装
置
」
概
念
の
痕
跡
と
、
フ
ー
コ
ー
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
極
め
て
錯
綜
し
た
「
対
決
」
に
つ

い
て
論
じ
る
。
相
澤
論
文
は
『
懲
罰
社
会
』（
＝『
処
罰
社
会
』）
を
詳
細
に
読
解
し
、
そ
の
議
論
を
、「
良
き
労
働
者
」
の
形
成
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
洗
練
を
通
じ
た
「
懲
罰
社
会
」
か
ら
「
規
律
社
会
」
へ
の
移
行
と
し
て
跡
付
け
る
。
箱
田
論
文
は
、
フ
ー
コ
ー
が
『
処
罰
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社
会
』
と
、
そ
の
同
時
期
に
展
開
し
た
「
人
民
」
概
念
を
、
フ
ー
コ
ー
が
監
獄
情
報
グ
ル
ー
プ
（
Ｇ
Ｉ
Ｐ
）
を
通
じ
て
接
触
の
あ
っ

た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
左
派
（
Ｇ
Ｐ
）
と
の
差
異
化
を
通
じ
て
論
じ
る
。
最
後
に
ド
ゥ
フ
ェ
ー
ル
論
文
は
、『
刑
罰
の
理
論
と
制
度
』、『
処

罰
社
会
』
の
時
期
に
フ
ー
コ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
展
開
し
、
両
講
義
の
問
題
設
定
を
直
接
的
に
駆
動
し
て
い
た
監
獄
情
報
グ
ル
ー
プ

の
実
践
を
、
当
事
者
と
し
て
詳
細
に
証
言
す
る
。

中
期
（
一
九
七
六
―
一
九
七
九
年
）

『
社
会
を
防
衛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』、『
安
全
・
領
土
・
人
口
』、『
生
政
治
の
誕
生
』
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
の
時
期
に
、
フ
ー

コ
ー
は
、
戦
争
モ
デ
ル
を
発
展
さ
せ
て
「
統
治
性
」
概
念
を
練
り
上
げ
た
。「
統
治
性
」
と
は
、
規
律
権
力
と
生
権
力
を
包
含
す
る
、

「
社
会
防
衛
」
の
た
め
の
国
家
の
統
治
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
総
体
で
あ
り
、
フ
ー
コ
ー
が
「
生
政
治
」
と
名
付
け
た
も
の
に
ほ
ぼ
等
し

い
。
ま
ず
『
社
会
を
防
衛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
に
お
い
て
フ
ー
コ
ー
は
、「
社
会
防
衛
」
を
目
的
と
し
た
社
会
統
治
を
「
別
の

手
段
で
継
続
さ
れ
る
戦
争
で
あ
る
」（
ク
ラ
ウ
セ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
「
戦
争
と
は
別
の
手
段
で
継
続
さ
れ
る
政
治
で
あ
る
」
と
い
う
定
式

を
逆
転
さ
せ
た
も
の
）
と
定
義
し
、
統
治
性
を
全
面
的
に
戦
争
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
た
。
そ
し
て
、『
安
全
・
領
土
・
人

口
』
で
は
古
典
的
自
由
主
義
の
分
析
、『
生
政
治
の
誕
生
』
で
は
新
自
由
主
義
の
分
析
を
通
じ
て
、
統
治
性
を
（
新
）
自
由
主
義
と

の
関
係
か
ら
、
環
境
介
入
権
力
と
し
て
基
礎
付
け
た
。
環
境
介
入
権
力
と
は
、
主
体
を
直
接
規
律
化
す
る
規
律
権
力
と
は
異
な
り
、

主
体
を
自
由
放
任
し
た
上
で
、
主
体
の
置
か
れ
た
環
境
の
設
計
を
通
じ
て
主
体
の
行
為
を
統
治
の
望
む
方
向
に
導
く
よ
う
な
統
治
方

法
で
あ
る）

3
（

。

最
初
に
メ
ッ
ザ
ー
ド
ラ
論
文
は
、
フ
ー
コ
ー
の
「
統
治
性
」、「
生
政
治
」
の
理
論
の
中
に
、『
刑
罰
の
理
論
と
制
度
』、『
処
罰
社

会
』
が
見
出
し
た
よ
う
な
階
級
闘
争
、
労
働
力
の
問
題
系
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
ポ
ス
ト
六
八
年
的
に
再
定
義
す
る
仕
方
で
存
在

す
る
こ
と
を
示
す
。
藤
田
論
文
は
、『
言
葉
と
物
』
か
ら
統
治
性
論
に
至
る
フ
ー
コ
ー
の
人
文
科
学
批
判
を
分
析
し
つ
つ
、
統
治
性

論
に
お
い
て
人
文
科
学
批
判
が
深
化
さ
れ
、「
生
命
的
‐
主
権
的
複
合
体
」
と
い
う
視
点
が
新
た
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

西
迫
論
文
は
、C

ovid-19

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状
況
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、『
安
全
・
領
土
・
人
口
』
に
お
け
る
予
防
接
種
の
議
論
か

ら
、
生
政
治
と
は
ど
の
よ
う
な
統
治
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
の
か
を
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
概
念
と
の
関
係
に
お
い
て
論
じ
る
。
最

後
に
ラ
ッ
ツ
ァ
ラ
ー
ト
論
文
は
、
フ
ー
コ
ー
の
「
生
政
治
」
概
念
をC

ovid-19

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状
況
と
新
自
由
主
義
の
世
界
的

支
配
と
い
う
試
練
に
か
け
、「
生
政
治
」
概
念
が
マ
ル
ク
ス
的
意
味
で
の
階
級
闘
争
（
労
働
者
と
資
本
家
の
闘
争
の
み
な
ら
ず
、
男

性
と
女
性
、
白
人
と
非
白
人
の
闘
争
に
ま
で
拡
張
さ
れ
た
）
を
隠
蔽
し
て
し
ま
う
こ
と
を
批
判
的
に
示
す
。

後
期
（
一
九
八
〇
―
一
九
八
四
年
）

『
生
者
た
ち
の
統
治
』、『
主
体
性
と
真
理
』、『
主
体
の
解
釈
学
』、『
自
己
と
他
者
の
統
治
』、『
真
理
の
勇
気
』
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ

の
時
期
に
、
フ
ー
コ
ー
は
統
治
性
概
念
を
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
に
お
け
る
主
体
形
成
の
問
題
へ
と
適
用
し
、
主
体
概
念
の
根

本
的
な
刷
新
を
図
っ
た
。
後
期
に
お
け
る
統
治
性
と
は
、
主
体
が
自
己
を
反
省
的
に
統
御
し
、
主
体
が
自
己
自
身
を
一
つ
の
芸
術
作

品
の
よ
う
に
練
り
上
げ
る
実
践
（
自
己
統
治
）
の
総
体
で
あ
り
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
他
者
と
の
関
係
を
統
御
、
統
治
す
る
と
い

う
も
う
一
つ
の
統
治
が
介
入
す
る
（
自
己
と
他
者
の
統
治
）。
こ
の
時
期
の
フ
ー
コ
ー
に
よ
れ
ば
、
自
己
の
統
治
、
す
な
わ
ち
主
体

に
よ
る
自
己
形
成
（
主
体
化
）
は
、
主
体
と
他
者
と
の
関
係
性
な
し
に
は
存
在
し
え
な
い
。
そ
し
て
、
主
体
が
自
己
を
芸
術
作
品
の

よ
う
に
練
り
上
げ
る
際
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
真
理
と
勇
気
で
あ
る
。
主
体
は
自
己
形
成
を
通
じ
て
一
つ
の
真
理
に
到
達

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
別
の
自
己
へ
と
変
容
し
う
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
自
己
変
容
を
も
た
ら
す
真
理
を
獲
得
す

る
た
め
に
は
、
真
理
を
探
究
し
、
獲
得
し
た
真
理
を
他
者
に
向
け
て
説
明
す
る
勇
気
（
パ
レ
ー
シ
ア
）
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
て

統
治
性
と
は
、
ま
さ
し
く
「
自
己
と
他
者
の
統
治
」
を
通
じ
た
主
体
化
の
実
践
と
し
て
再
定
義
さ
れ
る）

4
（

。

ま
ず
サ
ボ
論
文
は
、
講
演
「
批
判
と
は
何
か
」
か
ら
『
自
己
と
他
者
の
統
治
』、『
真
理
の
勇
気
』
ま
で
の
広
範
囲
の
テ
ク
ス
ト
を
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論
じ
、
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
展
開
さ
れ
た
主
体
性
と
真
理
の
関
係
を
、「
批
判
」、「
抵
抗
」
概
念
か
ら
分
析
す

る
。
坂
本
論
文
は
、「
規
範
」
概
念
を
め
ぐ
る
フ
ー
コ
ー
と
カ
ン
ギ
レ
ム
の
密
接
な
関
係
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
「
規
範

化
さ
れ
る
生
」
と
い
う
概
念
が
、『
快
楽
の
活
用
』、『
自
己
と
他
者
の
統
治
』、『
真
理
の
勇
気
』
の
よ
う
な
八
〇
年
代
フ
ー
コ
ー
に

お
い
て
、「
規
範
を
つ
く
る
生
」
へ
と
転
回
し
た
こ
と
を
示
す
。
立
木
論
文
は
、『
自
己
の
解
釈
学
の
起
源
』、『
自
己
と
他
者
の
統
治
』、

『
真
理
の
勇
気
』
に
お
け
る
フ
ー
コ
ー
の
パ
レ
ー
シ
ア
（
真
理
を
語
る
こ
と
）
概
念
を
仔
細
に
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
「
精
神
分
析
的

パ
レ
ー
シ
ア
と
は
何
か
」、
あ
る
い
は
「
パ
レ
ー
シ
ア
的
精
神
分
析
と
は
何
か
」
と
い
う
独
自
の
問
い
を
展
開
す
る
。
久
保
田
論
文

は
、『
真
理
の
勇
気
』
が
提
示
す
る
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
キ
ュ
ニ
コ
ス
的
系
譜
（
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
現
れ
と
し
て
の
、
芸
術

＝
生
と
し
て
の
シ
ニ
シ
ズ
ム
）
に
照
ら
し
て
『
狂
気
の
歴
史
』
を
再
読
し
、
サ
ド
＝「
非
理
性
」
の
救
出
を
試
み
る
。
最
後
に
バ
ト

ラ
ー
論
文
は
、
フ
ー
コ
ー
の
バ
ー
ク
レ
ー
講
義
『
恐
れ
な
き
発
言
』
か
ら
出
発
し
て
、
フ
ー
コ
ー
の
パ
レ
ー
シ
ア
概
念
と
自
著
『
ア

セ
ン
ブ
リ
』
の
集
会
、
抵
抗
概
念
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

本
論
集
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
お
け
る
共
同
研
究
「
フ
ー
コ
ー
研
究
―
―
人
文
科
学
の
再
批
判
と
新
展
開
」（
班
長
・

小
泉
義
之
）
の
一
企
画
と
し
て
構
想
さ
れ
、
共
同
研
究
班
メ
ン
バ
ー
に
、
科
研
費
研
究
課
題
「
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
「
コ
レ
ー
ジ

ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
」
総
体
の
理
論
的
・
思
想
史
的
研
究
」（
代
表
者
・
佐
藤
嘉
幸
）
と
「
科
学
史
叙
述
の
新
モ
デ
ル
構
築
に
向

け
て
―
―
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
思
想
に
お
け
る
科
学
史
研
究
の
再
検
討
」（
代
表
者
・
立
木
康
介
）
の
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
国
外
の
研

究
協
力
者
を
糾
合
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
稿
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
全
員
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、

本
論
集
の
完
成
に
向
け
て
暖
か
な
激
励
と
協
力
を
い
た
だ
い
た
、
小
泉
義
之
、
立
木
康
介
、
市
田
良
彦
の
各
氏
に
感
謝
し
て
お
き
た

い
。

註（
1
） 

数
少
な
い
例
外
的
試
み
と
し
て
、
以
下
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録
を
参
照
。Foucault 13/13. Sem

inars m
oderated by B

ernard H
arcourt and 

Jesús R
. Velasco, C

olum
bia U

niversity, 2015-2016. http://blogs.law.colum
bia.edu/foucault1313/

（
2
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
刊
行
さ
れ
た
以
下
の
論
集
を
参
照
。Laval, C

hristian, Paltorinieri, Luca, et Taylan, Ferhat (dir.). M
arx &

 
Foucault : Lectures, usages, confrontations . La D

écouverte, 2015.

（
3
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
佐
藤
嘉
幸
『
新
自
由
主
義
と
権
力
―
―
フ
ー
コ
ー
か
ら
現
在
性
の
哲
学
へ
』、
人
文
書
院
、
二
〇
〇
九
年
。

佐
藤
嘉
幸
「
生
権
力
／
生
政
治
と
は
何
か
―
―
レ
イ
シ
ズ
ム
、
自
由
主
義
、
新
自
由
主
義
」、
小
泉
義
之
・
立
木
康
介
編
『
フ
ー
コ
ー
研
究
』、
岩
波
書
店
、

二
〇
二
一
年
。

（
4
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
箱
田
徹
『
フ
ー
コ
ー
の
闘
争
―
―〈
統
治
す
る
主
体
〉
の
誕
生
』、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
。


